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ありがとう！素敵な思い出を。

－胸を張って生きていきます！－

「素敵な思い出を、ありがとう。」
この言葉で締めくくられた、卒業生代表 村上 逞さんの答辞。新型コロナウイルス感染症対策のため、

全国の小中高校が臨時休業の中、先週の３月１７日に卒業式を挙行しました。卒業生と保護者、教職員と
在校生代表だけの式典。令和初めての卒業生を送り出すのには寂しい、残念な式となってしまいましたが、卒
業生たちは全員、前を向いて、力強く、港南中から巣立っていきました。

Ｍさんの答辞より（一部抜粋）

登下校の途中、私たちに優しく微笑みかけてくれる幸せの黄色、菜の花。その菜の花か
ら桜へと春のバトンを渡す季節になりました。・・・・今日、この学び舎と、お別れです
２０１７年。大きな校舎、背の高い先輩方。ただただ圧倒された３年前の春。緊張と不

安を胸に、中学校生活がスタートしました。
２０１８年。「先輩」と呼ばれると、思わず背筋が伸びるような思いがしました。上級

生としての自覚。それまで軽く考えていたものが、そんなに甘いものではなかったと思い
知らされました。
２０１９年。最上級生。いろいろな意味での新しいスタートを迎えました。全ての行事

に「中学校最後」という形容詞がつきました。最後の運動会。クラスで心を一つにして練



習し、１位をつかみ取ったムカデ競走。最後の合唱コンクール。とどかなかった金賞。で
も不思議と悔いはありませんでした。
そして、最初で最後の令和元年度の創立六十周年記念。「繋- 60年分の想い、港南の風

にのせて-」。人権フェスタでは、人生はノーサイド。世の中に差別される側も、差別する
側もあってはならない。人の命はそれぞれにヒカリを放ち続けていることを忘れず、これ
からも差別の矛盾と闘い続けていくということを決意しました。・・・・・・いくつもの
たくさんの思い出。その思い出は全て先生方のおかげです。あまりの厳しさにくじけそう
になりそうなこともありましたが、いつもその大きなやさしさに包まれていました。今こ
にいらっしゃる先生方はもちろんこれまでに関わってくださった全ての先生方、「ありが
とうございました。」
３年生のみなさん。ごめんなさい。みなさんに贈る言葉を見つけることができません。

ベストフレンド、最高の仲間……、そんなことばでは表せない想いがこの胸の内にありま
す。私の同級生が、みんなでよかった。いや、みんながよかった。
そして、どんなときも私たちを励まし、支えてくれた家族。人は支え合うことがあたり

まえ。でも、私たちは支えてもらうばかりでした。猛暑の中行われる部活動。用意しても
らった水筒の麦茶がどんなにありがたかったことか……。まだまだ未熟な私たち。本当の
大人になるまで、もう少し一緒に過ごさせてください。
さて、昨年は日本でラグビーワールドカップが開催されました。日本代表チームの活躍

は、日本中をラクビー一色に染め、私たちに大きな勇気と感動を与えてくれました。「ワ
ンチーム」このフレーズは、私たちの心をつかみ、決して離れません。
私たち卒業生は、港南中を巣立っていきますが、いつまでも、どこにいても、私たちは

「港南家族」。港南中の令和最初の卒業生として、胸を張って生きていきます！
名残はつきません。さよならは言いません。想いをこの言葉に託します。
「素敵な思い出を、ありがとう。」

□◆□ 今後の予定 ■◇■
１９日に発表された国の新型コロナウイルス感染症対策を受けて、伊予市教育委員会から指示がありまし

た。その指示を踏まえて下のとおり実施します。
変更になった場合は、学校公式ホームページ https://konan-j.esnet.ed.jp/ （スマホからもアク

セスできます） に 午前１１時 と 午後４時の２回 掲載します。
○３月２６日（木）からの部活動・・・・実施します
★ 本日、各部ごとに生徒を集め、指導しています。いつ活動するのかは、お子さんにお聞きください。

○３月２７日（金） 離任式・・・・・・中止します
★ ３月２６日（木）の新聞に公表されます。
★ 離任される先生とお別れをしたい生徒は、９時３０分～１０時３０分に学校に登校してもよいことに
しています。

○４月 ８日（水） 始業式・・・・・・実施予定
・学級発表→７時３０分～ ・朝の会→８時００分～ ・下校開始→１２時１０分～

○４月 ９日（木） 入学式・・・・・・実施予定
・２．３年生 登校７時５５分まで、診断テスト、給食開始、午後 生徒会役員立会演説会と投票

平成３０年度と令和元年度の２年間、保護者の皆様と地域の皆様の御支援で、本校の教育
をより一層充実させることができました。心より感謝申し上げます。私は、本年度末で退職致しま
す。教員生活最後の２年間を母校 港南中で勤務できたことに感謝の気持ちでいっぱいです。
今後も母校 港南中が、皆様の御理解と御協力によって、夢・力・心を未来へと繋ぎ、益々発

展することを祈念しています。 第１９代校長 上岡 孝


